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嘲光ガイドウラブ「生――＝可

国
頭
字
民
有
志
が
、
村
づ
く
り

を
観
光
面
か
ら
考
え
よ
う
と
動
き

出
し
た
。
黒
糖
焼
酎
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
会
の
名
称
を
議
論
し

て
、
「国
頭
観
光
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」

が
誕
生
。和
泊
町
で
も
地
域
活
性

化
事
業
を
創
設
し
た
。
仲
間
の
役

場
職
員
Ｏ
Ｂ
が
、
書
類
を
作
成
し

て
応
募
し
た
。
町
か
ら
補
助
金
が

も
ら
え
て
、活
動
が
活
発
化
し
、〈
バ

員
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
活
動

の

一
環
と
し
て
ガ
イ
ド
マ
ツ
プ
を

作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ａ
４
判
に

載
せ
る
景
勝
地
１４
カ
所
の
写
真
撮

影
と
説
明
文
の
検
討
を
、
私
は
浮

き
浮
き
し
た
気
持
ち
で
楽
し
ん
だ
。

２
０
１
６
年
２
月
、

１３
人
の
会

員
で
会
則
も
検
討
し
た
。
会
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま

り
、
次
々
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
繁
腋
ど

は
ヽ
バ
ン
フ

「
国
頭

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
が
完
成
し

た
。
表
紙
に
は
国
頭
字
の
地
図
を

入
れ
、

１４
カ
所
を
番
号
で
表
示
し

た
。
「生
活
に
密
着
し
た
景
勝
地
」

を
「く
ん
じ
や
い
の
宝
物
」
と
し
て

紹
介
し
た
。
い
く
つ
か
を
見
よ
う
。

「
『
ガ
ジ

ュ
マ
ル
』
１
８
９
８

年
国
頭
小
学
校
第
１
回
卒
業
生
が

植
樹
、
新
日
本
銘
木
１
０
０
選
」

「
『
ホ
ー

（暗
川
）
』
１
９
６
７

年
水
道
普
及
ま
で
の
貴
重
な
飲
料

西
村

富
明

（沖
永
良
部
国
頭

。
西
村
書
斎
主
宰
）

水
」

「
『
ソ
テ
ツ
林
歌
碑
』
食
糧

難
時
代
の
代
用
食
ヤ
ラ
ブ
ゲ
ー
や

み
そ
の
原
料
」

「
『
フ
ー
チ
ャ

（カ
ル
ス
ト
地
形
）
』
潮
吹
き
上

げ
洞
窟
」

「
『砂
葉

（
ハ
マ
ユ
ウ

の
群
生
地
）
』
３
万
本
以
上
群
生

し
て
い
る
」

「
『
岬
神
社
』
明
治

時
代
に
建
立
さ
れ
、
島
の
守
り
神

で
あ
る
」

「
『
耳
付
池
』
周
囲
８

０
０
研
、
面
積
４
町
歩
、
貯
水
量

９
万
ヂ
」

「
『
あ
ん
ざ
ご
―
』
旧

暦
の
１
日
に
お
米
を
洗
い
、
初
水

を

く

み
取

る
神

聖

な

場

所

」

「
『
天
皇
杯
受
賞
記
念
碑
』
９２
年

に

『村
づ
く
り
日
本

一
』
に
な
っ

な
け

る
「、
『

筆
叡
勲
碑
型
ば

つ 者
悧
麒

霊
祭
を
し
て
い
る
」

活
動
例
を

一
つ
。
こ
と
し
２

月
、
２
泊
３
日
の
東
京
か
ら
の
ツ

ア
ー
を
迎
え
た
。
こ
れ
は
東
京
の

旅
行
会
社
の
企
画
で
、
日
本
キ

ユ

ー
バ
友
好
協
会
の
会
員
が
応
募
し

て
実
現
し
た
。
旅
費
は
１１
万
５
千

円
で
、

１０
人
が
参
加
し
た
。
旅
行

団
は
、
字
民
と
の

一
晩
の
交
流
が

心
に
残

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

食
事
を
し
な
が
ら
懇
談
し
、
琉
球

舞
踊
や
島
唄
に
感
激
し
て
い
た
。

景
勝
地
を
案
内
し
た
後
、
字
民

と
黒
糖
焼
酎
を
酌
み
交
わ
す
交
流

会
が
、
旅
行
者

へ
の
最
高
の
も
て

な
し
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。


